
　
江
戸
時
代
、
幕
府
は
将
軍
の
代
替
わ
り

ご
と
に
地
方
の
状
況
を
視
察
す
る
た
め
に

各
地
へ
巡
見
使
を
派
遣
し
ま
し
た
。
巡
見

使
は
３
人
一
組
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、

部
下
や
御
供
な
ど
随
行
を
含
め
る
と
総
勢

１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
巡
見
使
の
行
程
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

は
前
も
っ
て
村
々
に
細
か
な
指
示
が
出
さ

れ
、
地
元
で
は
人
足
や
馬
の
割
り
当
て
、

道
筋
の
清
掃
や
必
要
な
物
資
の
手
配
な
ど

に
追
わ
れ
ま
し
た
。
巡
見
使
の
休
憩
や
宿

泊
に
は
村
内
で
裕
福
な
家
が
割
り
当
て
ら

れ
、
湯ゆ

殿ど
の

（
風
呂
）
や
雪せ

っ
ち
ん隠
（
ト
イ
レ
）

が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
保
９
年
（
１
８
３
８
年
）、
徳
川

家い
え
よ
し慶
の
12
代
将
軍
就
任
に
伴
う
巡
見
使
が

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
巡
見
使
の
一
行
が
宿

泊
し
た
富
田
林
村
の
家
に
は
、
巡
見
使
に

か
か
る
通
達
の
他
、
普
請
の
記
録
や
購
入

し
た
品
々
、
巡
見
使
に
提
供
し
た
献
立
な

ど
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
の
夕
飯
に
は
味
噌
汁
（
鱧は

も

の
す

り
身
・
じ
ゅ
ん
さ
い
）、
菓
子
椀
（
煮
梅
・

鱒ま
す

一
分
塩
・
松
菜
）、
焼
物
（
鯛た

い

の
切
身

の
幽ゆ

う
あ
ん
や
き

庵
焼
）、
香こ

う
の
も
の物
（
白
瓜
の
奈
良
漬
・

茄
子
の
浅
漬
・
大
根
）
が
並
び
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
巡
見
使
た
ち
は
焼
物
に
は
手
を

つ
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
巡
見

使
の
食
事
は
一
汁
一
菜
と
決
め
ら
れ
て
お

り
、
酒
を
含
め
過
剰
な
接
待
は
禁
じ
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。
す
ぐ
さ
ま
焼
物
を
除

き
菓
子
椀
と
汁
の
み
に
し
た
と
こ
ろ
お
上

が
り
に
な
っ
た
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
朝
食
に
は
赤
味
噌
の
汁
（
松し

ょ
う露ろ

・
水
前

寺
菜
）、
向む

こ
う
づ
け付
（
鰈か

れ
い
の
洗
い
・
胡
瓜
・
か

ら
茸た

け

）、
平
椀
（
根
芋
・
し
め
じ
・
御ご

所し
ょ

麩ふ

・
生
貝
・
切
身
）、
香
物
（
奈
良
漬
・

胡
瓜
・
大
根
）
が
並
ぶ
予
定
で
し
た
が
、

夕
食
の
一
件
が
あ
っ
た
た
め
、
味
噌
汁
、

菓
子
椀
、
香
物
だ
け
に
し
た
と
こ
ろ
、
大

い
に
気
に
入
り
特
別
に
挨
拶
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
一
汁
一
菜
と
い
え
ど
も
白

味
噌
の
汁
は
鯛
の
切
身
・
ち
し
ゃ
、
菓
子

椀
は
鱧
・
伊
勢
海
老
・
御
所
麩
・
し
め
じ
・

か
ぶ
ら
、
と
い
う
庶
民
と
は
縁
遠
い
も
の

で
し
た
。

文
化
財
課
（
内
線
４
３
２
）

巡
見
使
の
献
立

富田林村に宿泊した巡見使の朝食

夢のかけ橋　～奨学金について～
　高校および大学進学にあたり、進学意欲を有しな
がら経済的な理由により、就学を断念せざるをえな
いような状況をつくらないために、さまざまな奨学
金制度があります。
　主な補助金、奨学金制度の一部を次に紹介します。
●高等学校等就学支援金（国の制度、返済不要）
　年収およそ910万円未満の世帯に対し、「就学支
援金」が支給されます。これにより、国公立高校生
は実質授業料無償となります。
●高等学校等授業料支援補助金（府の制度、返済不要）
　私立高校生などに対する府の授業料支援補助金
です。年収目安590万円未満世帯は無償、年収目安
590万円以上800万円未満世帯は、子ども一人世帯
で年額20万円負担、子ども二人世帯で10万円負担
となるなど、世帯収入と子どもの人数によって補助
金の交付額が変わります。
※詳しくは、府ウェブサイト〔https://www.pref.
osaka.lg.jp/shigaku/shigakumushouka/index.
html〕をご覧ください。

●府育英会奨学資金・入学時増額奨学資金（返済必要）
　中学３年生を対象に９月初旬から10月上旬にか
けて、奨学資金・入学時増額奨学資金などに関する
予約申請が始まります。申請は在籍する中学校を
通して行います。
また、高等学校
などに在籍して
いる人の在学申
請（５月 頃、 奨
学資金のみ）は、
在籍する学校を
通しての申請と
なります。
●日本学生支援機構奨学金（貸与型は要返済）
　「給付型」と「貸与型」の２種類があります。希
望する条件によっては、年度の早い時期に締め切
りがあります。
※詳しくは、在籍する高等学校にお問い合わせい
ただくか、（独）日本学生支援機構ホームページ

〔https://www.jasso.go.jp/〕をご覧ください。   
教育指導室（内線363、364）

進学する学校
■入学時増額奨学資金

貸付限度額
５万円まで
25万円まで

国公立学校
私立学校

年収の目安
■奨学資金

貸付限度額
授業料実質負担額＋その
他教育費（上限 10万円）
の範囲内で希望する額

授業料の実質負担額の範
囲内で希望する額（上限
24万円）

国公立・私立学校
とも 800万円未満

私立学校のみ 800
万円以上 1000万
円未満

年収の目安 貸付限度額
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大坂　一
いち

琉
る

ちゃん（７歳）
　　　琉

り と

人ちゃん（１歳１カ月）
2022 年は、笑顔溢れる年に
なりますように

重井　瑠
る り

璃ちゃん（２歳）
　　　珂

か い

維ちゃん（０カ月）
姉弟仲良く、すくすく大きく
なってね♡

東　佳
か ほ

穂ちゃん（７歳）
　　佳

か
澄
すみ
ちゃん（１カ月）

早く一緒に遊びたいね☆

長澤　侑
ゆう

里
り

ちゃん（１歳１カ月）
どうぞ！が出来るようになり
ました☆

1００歳おめでとう
ございます !　わが家のアイドル（対象年齢

は４歳未満、兄弟・姉妹と一緒
に写っている写真でも可）は、
写真に、メッセージ（20字程度）
を添え、住所、保護者と子ども
の名前（ふりがな）、撮影時の年
齢（月齢）、電話番号を記入し、

封書で上記の宛先まで応募してください。
　また、市ウェブサイトからもご応募いた
だけます。
　なお、今応募した場合、掲載は約６カ月
後になります。

富
田
林
市
役
所
都
市
魅
力
課

常
盤
町
1
番
1
号

－５８４ ８５１１

住
所
・
氏
名
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号

（

）

宛先

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）。
市
内
在

住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
作
品
の
漢
字

や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月
号
の「
川
柳
」（
宿
題「
芝
居
」は
５
月
31
日
㈫
、

８
月
号
の「
短
歌
」は
６
月
30
日
㈭
、９
月
号
の「
俳
句
」

は
７
月
31
日
㈰
ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て

く
だ
さ
い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今西　イソエさん今西　イソエさん

短
歌
地
層　
　
島
村　
さ
ゆ
り
選

＝
秀
歌
＝

故ふ
る
さ
と郷
の
学ま

な
び

舎や

す
で
に
様さ

ま

変が

わ
り
昔
を
語
る
は
銀い

ち
ょ
う杏
の

老ろ
う
じ
ゅ樹　
　
　
　
　
　
　
錦
織
南　
　
島
田　
美
保
子

《
選
評
》
少
子
化
の
時
代
、
廃
校
に
な
る
学
校
が
多

く
な
っ
た
昨
今
、
い
ろ
ん
な
時
代
の
学
生
の
様
子
、

学
校
の
情
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
守
っ
て
き
た
の
は
銀
杏

の
老
樹
だ
ろ
う
。
特
に
故
郷
に
想
い
の
深
い
作
者
の

な
げ
き
が
読
み
手
に
よ
く
伝
わ
る
。

真
東
に
向
き
て
墓ぼ

標ひ
ょ
うは
光
り
建
つ
丘
の
綿
雲
ひ
と
つ

動
か
ず　
　
　
　
　
　
伏
見
堂　
　
箕
浦　
加
陽
子

三
回
の
ワ
ク
チ
ン
済
ま
せ
集
う
友
飲
み
食
べ
喋
り
露

天
に
遊
ぶ　
　
　
　
　
錦
ケ
丘
町　
松
島　
き
よ
み

お
不
動
の
ホ
テ
ル
の
風
呂
よ
り
我
が
方か

た

を
望
め
ば
動

く
豆
粒
は
妻
？　
　
　
錦
織
南　
　
　
山
中　
哲
夫

米
寿
す
ぎ
わ
れ
健
や
か
に
老
友
と
負
け
ず
嫌
い
の
球

を
打
ち
た
り　
　
　
　
向
陽
台　
　
　
西
田　
光
子

売
り
家
の
庭
に
梅
咲
き
桃
が
咲
き
し
だ
れ
紅
梅
塀
よ

り
こ
ぼ
る　
　
　
　
　
緑
ケ
丘
町　
　
千
葉　
清
子

先
が
け
て
春
を
告
げ
い
る
ふ
き
の
と
う
早
緑
さ
え
て

夕ゆ
う

餉げ

の
卓
に　
　
　
　
彼
方　
　
　
西
尾　
た
み
子

吊
り
革
の
輪
か
ら
ぬ
け
出
し
た
ち
ま
ち
に
お
ぼ
ろ
と

な
り
ぬ
春
の
夕
陽
は　
　
　
　
　
　
　
選　
者　
詠

※
６
月
号
は
「
俳
句
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
４
月
30
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
。
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